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抄　　　　　録

口腔内には，常に 700 種以上の微生物が存在し，加齢や免疫の低下に伴いそれらが様々な疾患に関
与することが知られている．

加齢とともに口腔内の細菌叢が変化し，Porphyromonas gingivalis（P. gingivalis）を起因とした歯
周病はもちろん，可撤性義歯使用者では，Candida albicans（C. albicans）による義歯性口内炎等，微
生物由来の炎症性疾患が多く報告されている．

これらに対する予防法としては機械的プラークコントロールと化学的プラークコントロールが挙げ
られるが，化学的プラークコントロールの一つである洗口法は患者が行える代表的なホームケアであ
り，利用される洗口液は数多く存在する．

本研究の目的は，P. gingivalis と C. albicans に対する洗口液の有効性を検討することであった．
P. gingivalisとC. albicansを複数の洗口液を用いて洗口法を模した方法で洗浄し，寒天培地に播種し，

P. gingivalis と C. albicans の生存率を評価した．また，レジン製ブロック上で P. gingivalis と C. 
albicans を培養し，レジン製ブロックを洗口液にて洗浄し，付着した菌を回収し，寒天培地に播種し，P. 
gingivalis と C. albicans の生存率を評価した．

洗口法を模した方法では，セチルピリジニウム塩化物（CPC：Cetylpyridinium Chloride）含有の洗
口液が他の洗口液と比較し，P. gingivalis と C. albicans の増殖を有意に抑制した（p<0.05）．他の洗口
液はコントロールと比較して有意な差は認められなかった．

義歯洗浄を模した方法においても，CPC 含有の洗口液が他と比較し，P. gingivalis と C. albicans の
増殖を有意に抑制した（p<0.05）．また，他の洗口液はコントロールと比較して有意な差は認められな
かった．

本研究の結果から，洗口液中の CPC が菌の活動を抑制することが明らかとなり，歯周炎や義歯性口
内炎など，様々な口腔内微生物を原因とする疾患の予防に有効であることが示唆された．
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緒　　　　　言

近年，日本では 4mm 以上のポケットを有す
る人口が 20 代で約 30％，50 代で約 50％，60
代で 60％とピークに達しており，それ以降は歯
の喪失により，減少している 1）．歯周病は非プ
ラーク性歯周疾患を除き，歯周病原細菌によっ
て引き起こされる感染性炎症性疾患であり，近
年，生活習慣病として位置づけられ，食習慣，
歯磨き習慣，喫煙，さらに糖尿病などの全身性
疾患との関連性が示唆されている 2）．

口腔内には常に 700 種以上の常在菌が存在し
ており，そのほとんどは特定されていない，し
かし，加齢や免疫の低下により，常在菌の活動
が優勢となり，炎症性疾患などが生じることは，
すでに周知の事実である．

歯 周 炎 は 口 腔 内 微 生 物 が 原 因 で あ り，
Porphyromonas gingivalis（P. gingivalis）が関
連すると考えられている．P. gingivalis は宿主
の免疫恒常性を破壊することで，歯槽骨の吸収
といった歯周炎を引き起こしている．

P. gingivalis は Red complex の一種であり，
これらは歯肉プラーク中に存在するP. gingivalis，
Treponema denticola，Tannerella forsythia の
3 つの細菌で構成され，慢性歯周炎患者の歯肉
縁下プラークから 85.75％検出されており，歯
周炎の有病率と P. gingivalis の存在は密に関係
している２, 3, 4）．

P. gingivalis は，グラム陰性の偏性嫌気性細
菌であり，主にタンパク質を栄養源とし，強固
なタンパク質分解酵素を菌体外へと放出してい
る．P. gingivalisの病原因子は，凝集，バイオフィ
ルム形成において重要な役割を担っており，主
要な病原因子では，LPS が上げられ，グラム陰
性菌の細胞壁の主成分でもある．その毒性と宿
主に不要な炎症を引き起こす能力でよく知られ
ており，エンドトキシンと呼ばれるようになっ
た 2）．これらの毒性は強力で，P. gingivalis は
比較的少ない数でも，宿主の免疫反応を阻害し，
口腔内局所細菌間の共生を乱すことが分かって
いる 3）．

歯周炎は，軽度歯周炎の段階でプラークバイ
オフィルムを効果的に除去する口腔衛生法を行
うことで，重度歯周炎への進行を予防すること
ができ，歯周炎の治療には，毎日の口腔衛生の
維持，歯肉縁上および歯肉縁下のスケーリング，
ルートプレーニング，抗生物質の投薬，外科的
処置が含まれる．歯ブラシとフロスによる機械
的プラークコントロールは，口腔衛生と歯周健
康を維持するために最も推奨され，効果的な方
法である．しかし，機械的プラークコントロー
ルのみではプラーク除去の質としては不十分と
考えられ 5），それを補うために，歯磨剤や洗口
液などの化学的プラークコントロール剤が使用
され，それらには歯ブラシが届きにくい口腔内
の領域でプラークバイオフィルムの成長を抑制
するための様々な抗菌剤が配合されている 6）．

洗口液の中にはアルコール含有の洗口液も開
発されており，それらは，強力な殺菌作用を示
しているが，アルコール含有洗口液には，長期
利用により，口腔癌発生率が増加あるいは助長
するとされている 7）．

上記のように，歯磨剤や洗口液などの口腔ケ
ア製品の使用は，歯周炎予防のための重要な手
段であると考えられており，様々な抗菌成分や
化合物が含有されているが，プラークコント
ロールや歯肉炎・歯周炎予防におけるその有効
性は十分に立証されていない．また，人間の口
腔内は経時的に変化していくもので，それは歯
の喪失，補綴装置の存在だけでなく，口腔内常
在菌の組成も変化する．加齢変化とともに，口
腔内の喪失歯は増加し，それに伴い補綴装置装
着患者も増加している 1）．

補綴装置装着により，新たに口腔粘膜病変の
リスクが生じ，義歯性口内炎，口角炎，外傷性
潰瘍，義歯刺激性過形成，口腔癌などが挙げら
れる．その中でも義歯性口内炎は可撤性義歯装
着患者の約 50％が口蓋粘膜に罹患する最も一般
的な疾患である．義歯性口内炎からは Candida
属 が 多 く 分 離 さ れ，Candida albicans（C. 
albicans）が 41％と最も多く分離された 8）．健
康な人の口腔内細菌叢の 25 ～ 50％を占める
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Candida 属は，カテーテルや義歯に微生物バイ
オフィルムを形成する主な原因の 1 つであり，
義歯装着者の口腔粘膜から回収できる微生物の
80％を占めている 8, 9, 10, 11）．

C. albicans は口腔内常在菌であるが，免疫の
低下や内分泌傷害，栄養不足などにより，病原
性微生物に変化する．Candida 属に対する処置
としては，抗真菌薬や含嗽薬，軟膏などを用い
た治療が行われている．貞森らの報告によると
義歯性口内炎の罹患率は，義歯を清掃しない患
者が 80％であるのに対し，機械的清掃を行った
患者は 67.7％，化学的清掃を行った患者は
25.5％，機械的清掃と化学的清掃を併用した患
者は 11.9％であった 12）．機械的清掃法はブラッ
シング技術に個人差があるという欠点があるた
め，化学的清掃法の補助が必須であると推察さ
れ，我々はこれまで化学的清掃に注目し，検討
してきた 13）．

口腔ケアで用いられる洗口液は有効成分の有
無により化粧品と医薬部外品に分類される．化
粧品は殺菌作用等を持つ有効成分を含まず，歯
垢の除去，沈着抑制などの作用で口臭，齲蝕を
予防するとされている．一方，医薬部外品は，殺
菌作用や抗炎症作用を有する有効成分が含まれ，
口腔環境の改善にさらに効果的であるとされて
いる．これまで洗口液の使用により歯周病原性
細菌や，義歯性口内炎の原因菌の一つである C. 
albicans が減少するとの報告がされている 14）．
上記報告等から，殺菌成分を含有した洗口液は，
歯周炎や義歯性口内炎といった，口腔内微生物
の活動を抑制し，様々な疾病に対する予防策と
なる可能性がある．

本研究の目的は，歯周病原性細菌である P. 
gingivalis と義歯性口内炎の病原性真菌である
C. albicans に対する洗口液の菌に対する増殖抑
制効果を検討することである．

材　料・方　法

1．使用菌株および実験用菌懸濁液の調整
1．1）P. gingivalis の調整

菌株はP. gingivalis ATCC33277株を用いた．

P. gingivalis は 5µg/ml の hemin（SIGMA-
ALDRICH，St．Louis，MO，USA）および 0.5µg/
ml の menadione（SIGMA-ALDRICH）含有の
anaerobic bacteria culture media（ABCM 液体
培地）（栄研化学，東京，日本）を用いて培養
した．P. gingivalis を 37℃，48 時間，嫌気的条
件下で前培養，遠心分離（2400 × g，4℃，10 分）
後， ペ レ ット を 回 収 し，phosphate buffered 
saline（PBS）（-）溶液（ナカライテスク，京都，
日本）に OD600 ＝ 2.0（1.0 × 109CFU/ml）とな
るように再懸濁し実験用菌懸濁液とした．
1．2）C. albicans の調整

菌株は C. albicans SC5314 株を用いた．C. 
albicans は YPD 液 体 培 地（MP-Biomedicals，
CA，USA）を用いて培養した．C. albicans を
37℃，24 時間で前培養，遠心分離（2400 × g，4℃，
10 分）後，ペレットを回収し，phosphate buffered 
saline（PBS）（-）溶液に OD600 ＝ 2.0（1.0 × 107 
CFU/ml）となるように再懸濁し実験用菌懸濁
液とした．

2．レジン製ブロックの作製
加熱重合型義歯床用アクリルレジン（アクロ

ン ®：ライブピンク，GC，東京，日本）を通法
に従い重合し，10 × 10 × 5 mm のレジンブロッ
クを作製した．義歯粘膜面調整時に一般的に使
用されているカーバイトバーにて削合した際の
アクリルレジンの表面粗さと同等となるように
耐水ペーパー（＃ 400）で作製したレジンブロッ
クの上面，下面，側面のすべてを研磨した．そ
の後，121℃，15 分間高圧蒸気滅菌を行った．

3．洗口液の有効性の検討
3．1）．洗口法を模した菌に対する洗口液の増

殖抑制効果
3．1）．（1）P. gingivalis

P. gingivalis の菌懸濁液を 1.0 × 107 CFU/ml
の濃度で用意し，マイクロセントリフュージ
チューブに 100µl ずつ採取した．菌懸濁液を遠
心分離機にて遠心分離（2400 × g，4℃，10 分）
後，上清を捨て，Habit pro（アース製薬，東京，
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日本），Concool（Weltec，大阪，日本），ネオ
ステリングリーン（日本歯科薬品株式会社，山
口，日本）10 倍希釈，ネオステリングリーン
50倍希釈，コントロールとしてPBS溶液を1.5ml
ずつチューブに入れ，30 秒振盪した（表 1）．
振盪後，再度遠心分離（2400 × g，4℃，10 分）
を行い，上清を捨て PBS 溶液 1ml を加えに菌
懸濁液を作成した．次に菌懸濁液から 100µl を
ABCM 寒天培地に播種し， P. gingivalis を 37℃
嫌気的条件下で 48 時間培養した．培養後はコ
ロニーを計測し，比較した（図 1）．

図 1．菌に対する洗口液の有効性の検討方法

3．1）．（2）C. albicans
C. albicans を 1.0 × 107 CFU/ml の濃度で菌

懸濁液を用意し，マイクロセントリフューズ
チューブに 100µl 採取した．菌懸濁液を遠心分

離機にて遠心分離（2400 × g，4℃，10 分）後，
上清を捨て，Habit pro，Concool，ネオステリ
ングリーン 10 倍希釈，ネオステリングリーン
50倍希釈，コントロールとしてPBS溶液を1.5ml
ずつチューブに入れ，30 秒振盪した．振盪後，
再度遠心分離（2400 × g，4℃，10 分）を行い，
上清を捨て PBS 溶液 1ml を加えに菌懸濁液を
作成した．次に菌懸濁液から 100µl を YPD 寒
天培地に播種し，C. albicans を 37℃で 24 時間
培養し，培養後はコロニーを計測し，比較した

（図 1）．
3．2）．レジン製ブロックに付着した菌に対す

る洗口液の増殖抑制効果
3．2）．（1）P. gingivalis

P. gingivalis を 1.0 × 107 CFU/ml の濃度で
菌懸濁液を用意し，準備したレジン製ブロック
を 24 穴プレートに置き，菌液を 100µl 滴下した．
レジン製ブロックを 37℃，嫌気的条件下にて 2
時間培養した．培養後，PBS 溶液で付着してい
ない菌を優しく洗浄し，Habit pro，Concool，
ネオステリングリーン 10 倍希釈，ネオステリ
ングリーン 50 倍希釈，コントロールとして
PBS にて 30 秒間振盪した．振盪後，レジン製
ブロックを 1ml の PBS 溶液中で，30 秒間ボル
テックスし，レジン製ブロックに付着した菌を
回収した．回収後，P. gingivalis を ABCM 寒
天 培 地 に 細 菌 懸 濁 液 か ら 100µl 播 種 し，P. 
gingivalis を 37℃嫌気的条件下で 48 時間培養し
た．培養後はコロニーを計測し，比較した（図 2）．

商品名 殺菌有効成分

Habit pro セチルピリジニウム塩化物
（CPC:Cetylpyridinium Chloride）

Concool グルコン酸クロルヘキシジン
（CHX:Chlorhexidine Gluconate）

ネオステリングリーン ベンゼトニウム塩化物
（BZC:benzethonium chloride）

表 1．洗口液の殺菌有効成分

14	 佐々木 渓斗



3．2）．（2）C. albicans
C. albicans を 1.0 × 107 CFU/ml の濃度で菌

懸濁液を用意し，準備したレジン製ブロックを
24 穴プレートに置き，菌液を 100µl 滴下した．
レジン製ブロックを 37℃，嫌気的条件下にて 2
時間培養した．培養後，PBS 溶液で付着してい
ない菌を優しく洗浄し，Habit pro，Concool，
ネオステリングリーン 10 倍希釈，ネオステリ
ングリーン 50 倍希釈，コントロールとして
PBS にて 30 秒間振盪した．振盪後，レジン製
ブロックを 1 ｍ l の PBS 溶液中で，30 秒間ボ
ルテックスし，レジン製ブロックに付着した菌
を回収した．回収後，C. albicans を YPD 寒天
培地に菌懸濁液から 100µl 播種し，C. albicans
を 37℃で 24 時間培養した．培養後はコロニー
を計測し，比較した（図 2）．

4．統計分析
菌数の有意差を比較するために，一元配置分

散分析（ANOVA）を行い，Tukey HSD ポス
トホックテストにより統計的に有意な差異を評
価した．すべての検定において，有意水準は
5% に設定した．

結　　　　　果

1．P. gingivalis への洗口液の有効性
1．1）．洗口法を模した洗口液の有効性

洗口法を模した洗口液の有効性の検討では，

Habit pro（Mean: Habit pro 0.0 CFU/ml，
Concool 120.5 CFU/ml，Nx50 138.2 CFU/ml，
Nx10 119.8 CFU/ml，PBS 149.3 CFU/ml） が
他の洗口液と比較して，有意な差を認めた

（*p<0.05）．また，他の洗口液の間には有意な差
は認められなかった（図 3, 4）．

図 2．レジン製ブロックに付着した菌に対する増殖
抑制効果の検討方法

図 3．P. gingivalis 培養後の寒天培地（洗口法）
（a）Habit pro，（b）Concool，（c）ネオステ
リングリーン 10 倍希釈，（d）ネオステリン
グリーン 50 倍希釈，（e）PBS 溶液．
Habit pro にて洗浄を行ったものは菌の発育が
抑制されていた．

図 4．P. gingivalis 洗口法 48 時間培養後細菌数の比
較（洗口法）
Habit pro が他の洗口液と比較し，有意な差を
認めた（*p <0.05）．（Habit pro, Concool, ネオ
ステリングリーン 50 倍希釈（N × 50）, ネオ
ステリングリーン 10 倍希釈（N × 10）, PBS
溶液）
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1．2）．レジン製ブロックに付着した細菌に対
する洗口液の有効性
レジン製ブロックに付着した細菌に対する洗

口液の有効性の検討では，Habit pro（Mean: 
Habit pro 0.0 CFU/ml，Concool 407.0 CFU/
ml，Nx50 408.0 CFU/ml，Nx10 394.3 CFU/
ml，PBS 444.3 CFU/ml）が他の洗口液と比較

して，統計的に有意な差を認めた（*p<0.05）．
また，他の洗口液の間には有意な差は認められ
なかった（図 5, 6）． 

2．C. albicans への洗口液の有効性
2．1）．洗口法を模した洗口液の有効性

洗口法を模した洗口液の有効性の検討では，
Habit pro（Mean: Habit pro 0.0 CFU/ml，

図8．C. albicans洗口法24時間培養後菌数の比較（洗
口法）
Habit pro が他の洗口液と比較し，有意な差を
認めた（*p <0.05）．（Habit pro, Concool, ネオ
ステリングリーン 50 倍希釈（N × 50）, ネオス
テリングリーン 10 倍希釈（N × 10）, PBS 溶液）

図 7．C. albicans 培養後の寒天培地（洗口法）
（a）Habit pro，（b）Concool，（c）ネオステ
リングリーン 10 倍希釈，（d）ネオステリン
グリーン 50 倍希釈，（e）PBS 溶液．
Habit pro にて洗浄を行ったものは菌の発育が
抑制されていた．

図 5．P. gingivalis 培養後の寒天培地（レジン上付
着細菌）

（a）Habit pro，（b）Concool，（c）ネオステ
リングリーン 10 倍希釈，（d）ネオステリン
グリーン 50 倍希釈，（e）PBS 溶液
Habit pro にて洗浄を行ったものは菌の発育が
抑制されていた．

図 6．P. gingivalis 洗口法 48 時間培養後細菌数の比
較（レジン上付着細菌）

Habit pro が他の洗口液と比較し，有意な差を認め
た（*p <0.05）．（Habit pro, Concool, ネオステ
リングリーン 50 倍希釈（N × 50）, ネオステ
リングリーン 10 倍希釈（N × 10）, PBS 溶液）
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Concool 177.5 CFU/ml，Nx50 122.7 CFU/ml，
Nx10 129.5 CFU/ml，PBS 178.0 CFU/ml） が
他の洗口液と比較して，有意な差を認めた

（*p<0.05）．また，他の洗口液の間には有意な差
は認められなかった（図 7, 8）． 
2．2）．レジン製ブロックに付着した菌に対す

る洗口液の有効性
レジン製ブロックに付着した菌に対する洗口

液 の 有 効 性 の 検 討 で は，Habit pro（Mean: 
Habit pro 6.3 CFU/ml，Concool 397.3 CFU/
ml，Nx50 433.3 CFU/ml，Nx10 413.0 CFU/
ml，PBS 466.7 CFU/ml）が他の洗口液と比較
して，有意に差を認めた（*p<0.05）．また，他
の洗口液の間では有意な差は認められなかった

（図 9, 10）． 

考　　　　　察

化学的プラークコントロールには，洗口法，
歯周ポケット内洗浄，歯周ポケット内投与，内
服薬の経口投与といった方法が挙げられるが，
患者個人が行うホームケアとしては，洗口法の
みである 15）．今回の実験で用いた方法は，洗口
法を模したものであった．

今回用いた洗口液の殺菌有効成分として，
Habit pro はセチルピリジニウム塩化物（CPC：
Cetylpyridinium Chloride），Concool はグルコ
ン酸クロルヘキシジン（CHX：Chlorhexidine 
Gluconate），ネオステリングリーンはベンゼト
ニウム塩化物（BZC：Benzethonium Chloride）
が含有されている．

Habit pro は，洗口法を模した方法において
も，レジン製ブロックに付着した菌に対しても
有意に他の洗口液よりも強い増殖抑制効果作用
を示した．このことから，セチルピリジニウム
塩化物は，歯周病原性細菌である P. gingivalis，
義歯性口内炎の病原菌である C. albicans に対
する予防および治療に用いることが可能である
ことを示した．一方，他に用いた Concool，ネ
オステリングリーンは，コントロールである
PBS 溶液と比較しても増殖抑制効果の差が無
く，強い殺菌作用は示されなかった．これは，
我々の研究チームのこれまでの研究結果や他の
研究と類似の結果となった 16）． 

CHX は歯垢除去や歯肉炎の予防として用い
られるゴールドスタンダードであり，外科手術
前の消毒として広く用いられている．CHX は
グラム陽性菌，グラム陰性菌，酵母，ウイルス
に対して有効な広域殺菌成分であり，用量依存
的に作用し，高濃度（0.12 ～ 0.20）では殺菌作用，

図9．C. albicans培養後の寒天培地（レジン上付着菌）
（a）Habit pro，（b）Concool，（c）ネオステ
リングリーン 10 倍希釈，（d）ネオステリン
グリーン 50 倍希釈，（e）PBS 溶液
Habit pro にて洗浄を行ったものは菌の発育が
抑制されていた．

図10．C. albicans洗口法24時間培養後菌数の比較（レ
ジン上付着菌）
Habit pro が他の洗口液と比較し，有意な差を
認めた（*p <0.05）．（Habit pro, Concool, ネオ
ステリングリーン 50 倍希釈（N × 50）, ネオス
テリングリーン 10 倍希釈（N × 10）, PBS 溶液）
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低濃度（0.02 ～ 0.06）では，静菌作用を示す．
今回用いたコンクールの推奨されている適正濃
度は 0.0001 ～ 0.0006％であり，本実験でも同様
の濃度で行ったが，この濃度では殺菌作用・静
菌作用共に効果が低いことが明らかとなった．
一方，Maliha ら 17） が，高濃度の CHX では，
低濃度の CHX よりも有意に歯垢抑制効果があ
ることを報告していることからも，本実験で用
いた濃度では，増殖抑制効果は期待できないと
考えられる．しかし，低濃度の CHX は長期使
用により，細菌の増殖抑制効果を発揮すると考
えられており，3 週間後の Gingival Index は低濃
度，高濃度で有意差は認められなかったため 16），
本研究のような短時間での使用では効果を示さ
なかった可能性もある．

ネオステリングリーンは，日本では口腔内や
中咽頭領域の消毒に最も広く使用されている消
毒薬の一つであり．口腔内の消毒には 50 倍希
釈（0.004％），抜 歯 創の消 毒には 10 倍 希 釈

（0.02％）の濃度で用いられる．有効成分である
BZC は，芽胞のない細菌や真菌に抗菌力を有し，
グラム陽性菌には低濃度で効果があるといわれ
ている．しかし，本実験ではネオステリングリー
ン 10 倍希釈，50 倍希釈どちらの濃度において
も P. gingivalis と C. albicans の増殖抑制効果
は認められず，また，10 倍希釈と 50 倍希釈の
間にも差は認められなかった．これは他の研究
においても類似の結果が出ている 15）．BZC は
濃度を高くすることで，消毒効果は強くなると
されているが，高濃度になると，歯肉線維芽細
胞の細胞膜を破壊し，細胞の増殖を抑制するた
め，殺菌作用を目的とし高濃度にすることは適
切ではない 18）．

CPC は幅広い抗菌活性を有するカチオン性の
第四級アンモニウム化合物であり，これまでも
口腔衛生用品として，広く用いられてきた 19）．
本実験では，CPC 含有の Habit pro のみが高い
増殖抑制効果を示しており，他の研究でも，
CPC 含有洗口液が，C. albicans の付着，発育
を阻害したことを示している．CPC は脂質二重
層を破壊することで殺菌作用を示すため，それ

らを有する細菌と真菌に対して増殖抑制効果を
示したと考えられる．

これまで，口腔内に生物に対する，洗口液の
有効性を調べる研究では，アルコール含有洗口
液が強い殺菌作用を持つとされていたが，
Habit pro により，アルコール非含有でも高い
増殖抑制効果をもたらすことが証明された 14）．
また，CPC は CHX と併用することとにより，
CHX の副作用を軽減し 19, 20, 21）より高い抗菌性
を示すと証明されているため 22），今回，CHX
単体では効果が得られなかったが，併用した場
合も検討する必要がある．しかし，本研究の結
果のみでは，CPC が殺菌作用を示したか，レジ
ン製ブロックから菌を剥離し，洗浄したことで
菌数が減少したかは証明できていないため，さ
らに検討が必要である．

本研究は，洗口法を模した方法，義歯洗浄を
模した方法を採用している．上述の結果から，
ホームケアの一環として Habit pro による洗口
は，口腔衛生環境の改善に有効であることが示
唆された．本実験では，短期間・短時間の浸漬，
振盪だったため，長時間・長期間での効果も検
討すべきである．

結　　　　　論

CPC 含有の洗口液 Habit pro が P. gingivalis
と C. albicans に対して増殖抑制効果を示し，
ネオステリングリーン，Concool は濃度に関係
なく，PBS と差を認めなかった．Habit pro に
含まれる CPC が菌に対して有効であることを
示し，歯周炎や義歯性口内炎など，様々な口腔
内微生物に起因する疾患の予防に適しているこ
とが示唆された．
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Abstract
Oral Microorganisms produce various inflammatory diseases such as periodontal disease, caused by 

Porphyromonas gingivalis, and denture stomatitis, caused by Candida albicans, due to aging or 
weakened immunity. Although mouthwash has been currently used for chemical plaque control, the 
effect of mouthwashes is still controversial. The purpose of this study was to evaluate the efficacy of 
mouthwashes against P. gingivalis and C. albicans.

P. gingivalis and C. albicans were rinsed with several kinds of mouthwashes, and proliferation was 
evaluated. Microorganisms were cultured on resin blocks, the blocks were washed with several types 
of mouthwash, and adherent microorganisms were collected to evaluate viability.

Under the mouthwash mimic condition, a mouthwash containing cetylpyridinium chloride （CPC） 
significantly inhibited the growth of both types of microorganisms compared to other mouthwashes 

（p < 0.05）.
Under the denture cleaning situation, a CPC-containing mouthwash significantly inhibited the 

growth of P. gingivalis and C. albicans compared to other mouthwashes （p < 0.05）.
These results suggest that mouthwashes containing cetylpyridinium chloride should be effective in 

preventing various diseases caused by oral microorganisms, such as periodontitis and denture 
stomatitis.

Key words: Porphyromonas gingivalis, Candida albicans, Mouthwash, Cetylpyridinium chloride
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